
令和８年度 都道２２８号利島村水道老朽管更新工事（その２） 特記仕様書 

 

１ 工事件名 （仮）令和８年度 都道２２８号利島村水道老朽管更新工事 (その２)  

ロータリーからなかよし公園間 

 

２ 工事目的  本工事は生活用水の安定供給を図るため、老朽化した既設配水管の

布設替(更新)を行う工事である。 

 

３ 履行場所    東京都利島村地内 

 

４ 履行期限    契約締結の日から令和０９年０２月２８日まで 

 

第一章 一 般 事 項 

 

(１)受注者は、この仕様書に従い本工事を施工する。 

 

(２)この特記仕様及び設計図に記載されていない事項は、「水道工事標準仕様書」「コンクリー

ト標準示方書」「東京都土木工事標準仕様書」「東京都建築工事標準仕様書」「東京都機

械設備工事標準仕様書」「東京都電気設備工事標準仕様書」(最新版)の定めに準じて施工

しなければならない。 

 

(３)受注者は、この仕様書について明示されていない事項でも、工事の性質上当然必要なもの 

は、受注者の負担で施工する。 

 

(４)受注者は、法令関係を遵守するとともに、安全管理に留意し、労働災害の防止に努めること。 

   また、工事着手、施工、完成に当たり、関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続

等を受注者の負担により遅滞なく行う。 

 

(５)かし担保期間中に発注者が施工不良について疑義ある場合、発注者は当該部分の破壊若しく

は非破壊検査の実施を請負者の負担で行わせることができる。 

 

(６)監督員の確認を受けた後、設計図書に適合しないことが明らかになった場合、請負者は監督

員とその取扱いについて協議をする。 

 

(７)施工中の安全確保及び環境保全 

 ①建築基準法、労働安全衛生法、環境基本法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法 

  などの関係法令及び建築工事工事公衆災害防止対策要綱、建築副産物適正処理推進要項 

  に従い、工事施工に伴う災害防止及び環境の保全に努める。 

 ②工事現場の安全衛生に関する管理は、現場代理人が責任者となり、建築基準法、労働安 

  全衛生法、その他関係法令等に従ってこれを行う。 

 

(８)後片付け 

工事完了に際しては、すみやかに当該工事に関連する部分の後片付け及び清掃を行う。 

 

(９)作業に使用する電気、上水等発注者が必要と認めるものは、発注者が無償で支給する。 

 

(10)疑義に対する協議等 

設計図書に定められた内容に疑義が生じ、または現場の納まり又は取合い等の関係で、
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設計図書によることが困難又は不都合な場合が生じたときは、監督員と協議する。 

(11)工事関係図書 

 ①工事着工に先立ち、実施工程表、設計図面、その他監督職員が必要と認める書類を作成 

  し、監督職員の承諾を受ける。 

 ②工事着工に先立ち、工事の総合的な計画書をまとめた総合施工計画書を作成し、監督職 

  員に提出する。また、総合施工計画書にあわせ緊急連絡体制図を別途提出すること。 

 ③工種別に機器、機材、工法、安全管理、品質管理などの具体に定めた施工計画書を作成 

  し、監督職員の承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、こ 

  の限りではない。 

 ④施工計画書の内容に変更する必要が生じた場合、監督職員に報告するとともに、施工等 

  に支障がないように適切な措置を講じる。 

 

(12)しゅん工図面等 

   この工事がしゅん工したときは、しゅん工図面、保全に関する説明書等を作成し提出する。 

なお、しゅん工図面を作成するにあたっては、監督職員の承諾を受けて設計図を複写し、 

これを訂正したものを、しゅん工図とできる。 

 

(13)工事報告書の提出 

 ①監督職員と協議した結果について、記録を整備する。 

 ②工事の全般的な経過を記載した書面を作成する。 

 ③工事の施工に際し、試験を行った場合は、直ちに記録を作成する。 

 ④随時、施工の記録、工事写真等を整備する。 

 ⑤提出部数は特記がなければ、２部とする。 

 

(14)工事検査 

 ①工事契約書に規定する工事を完成したときの通知は、下記に示す要件のすべてを満たし 

  た場合に、監督職員に提出することができる。 

ア) 設計図書に示すすべての工事が完了していること。 

イ) 監督職員の指示を受けた事項がすべて完了していること。 

ウ) 設計図書に定められた工事関係図書及び記録の整備がすべて完了していること。 

 ②通知又は請求に基づく工事完了検査は、発注者から通知された検査日に検査を受ける。 
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第二章 特 記 事 項 

 

(１)発生土については、在来良質土のみ盛り土および埋め戻し土として再利用し、残った土は村

の指定地へ搬出する。 

(２)コンクリート塊は、監督員の指示により搬出する。 

(３)使用する建設機械の燃料(軽油等)は、規格(JIS)に適合したものを使用すること。 

(４)過積載防止について、東京都建設局が定めた「過積載防止対策指針」(平成14年4月)によるこ

と。 

(５)使用材料の規格および数量は、金抜き設計書および数量計算書によること。 

 

 

 

 


